
四旬節第一主日 （２０２５年３月９日） 
※礼拝中に起立の部分がありますが、お体の悪い方はご無理をなさらず、着席のままで結構です。 

開会の部 

前  奏 

初めの歌       ♪１６５“いともとうとき” (1,2,3,4 節) 

み名による祝福～罪の告白～ゆるしの祈願          式文１ページ 

詩編交読             詩編９１編 

 

 

 

 

 

 

 

                 ※別紙をご覧ください。 

 

 

グロリア パトリ / キリエ                       式文２ページ 

（※四旬節の期間、グロリアは歌いません。） 

 

みことばの部 

祝福の挨拶                              式文４ページ 

 

主日の祈り 

主なる神様。あなたは荒れ野を旅する民を約束の地へ導いてくださいま

した。この世の荒れ野を、御子に従うことによって平安に歩み、あなたが

備えてくださる命に至ることができるよう導いてください。 

あなたと聖霊とともにただ独りの神、永遠の支配者、御子、主イエス・

キリストによって祈ります。            アーメン 

 

第 1朗読日課   申命記 26：1～11                (旧約 320頁) 

第 2朗読日課   ローマの信徒への手紙 10：8b～13  (新約 288頁) 

詠唱                                式文 5ページ 

福音書の朗読   ルカによる福音書 4：1～13        （新約 107頁） 

みことばの歌       ♪６７ “主のみ民よ”(1,2,3,4 節) 

説  教          『キリスト一直線』          笠原光見牧師 

信仰の告白            使徒信条               式文６ページ 

奉献の部      

祝福の挨拶                             式文６ページ 

奉献(献金)    ※ 神への感謝です。ご用意のない方も感謝の心をささげてください。 

奉献唱～奉献の祈り                        式文７ページ 

主の祈り                                式文８ページ 

 

派遣の部  

祝福の挨拶～ヌンク・ディミティス                 式文９ページ 

教会の祈り               山野道子      

祝  福                                式文１０ページ 

終わりの歌         ♪ ４５４“よしあしいずれの”(1,2,3,4 節) 

後  奏 

日本ルーテル教団 飯能ルーテル教会 
責任教職 笠原光見牧師 

〒357-0033 埼玉県飯能市八幡町 20-9 

電話/Fax 042-972-5774 

Mail: nrkhannno1517@gmail.com  HP: https//kirakira2020.jp/ 

Facebook: www.facebook.com/飯能ルーテル教会 
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詩編９１編 

 

いと高
たか

き神
かみ

のもとに身
み

を寄
よ

せて隠
かく

れ、全
ぜん

能
のう

の神
かみ

の陰
かげ

に宿
やど

る人
ひと

よ、主
しゅ

に申
もう

し

上
あ

げよ。 

  「神
かみ

はわたしの避
さ

けどころ、砦
とりで

、わたしの依
よ

り頼
たの

む方
かた

。」 

あなたは主
しゅ

を避
さ

けどころとし、 

  いと高
たか

き神
かみ

を宿
やど

るところとした。 

あなたには災
さい

難
なん

もふりかかることがなく、 

  天
てん

幕
まく

には疫
えき

病
びょう

も触
ふ

れることがない。 

主
しゅ

はあなたのために、み使
つか

いに命
めい

じて、 

    あなたの道
みち

のどこにおいても守
まも

られる。 

彼
かれ

らはあなたをその手
て

にのせて運
はこ

び、 

    足
あし

が石
いし

に当
あ

たらないように守
まも

る。 

あなたは獅
し

子
し

と毒
どく

蛇
へび

を踏
ふ

みにじり、 

    獅
し

子
し

の子
こ

と大
だい

蛇
じゃ

を踏
ふ

んで行
い

く。 

「彼
かれ

はわたしを慕
した

う者
もの

だから、彼
かれ

を災
わざわ

いから逃
のが

れさせよう。 

    わたしの名
な

を知
し

る者
もの

だから、彼
かれ

を高
たか

く上
あ

げよう。 

彼
かれ

がわたしを呼
よ

び求
もと

めるとき、彼
かれ

に答
こた

え、 

    苦
く

難
なん

の襲
おそ

うとき、彼
かれ

と共
とも

にいて助
たす

け、彼
かれ

に名
めい

誉
よ

を与
あた

えよう。 

生
しょう

涯
がい

、彼
かれ

を満
み

ち足
た

らせ、 

    わたしの救
すく

いを彼
かれ

に見
み

せよう。」 

 

 

 

 


